
第１四半期（４月～６月） 第２四半期（７月～９月） 第３四半期（10月～12月） 第４四半期（１月～３月）

役員

（最高管理責任者、統括管理責任者、
コンプライアンス推進責任者を含む）

◆研究不正防止計画　＜４月＞
2025年度 研究不正防止計画（公的研究費不正防止計画）を周知す

る。

◆啓発活動実施計画　＜４月＞
2025年度 啓発活動実施計画を周知する。

◆研究倫理教育　＜４月＞
第３期（5年周期/1年目）研究倫理教育の受講を研究者等に求め

る。
　研究倫理教育の受講状況を確認する。（全学研究運営会議）

◆内部監査　＜7月下旬＞
科学研究費補助金等の内部監査結果を報告する。（部局長会）

◆研究倫理教育　＜7月＞
研究倫理教育の受講状況を確認する。（全学研究運営会議）
コンプライアンス推進責任者（学部長等）から未受講者に対し、受

講の督促を行う。

◆研究倫理教育　＜10月＞
研究倫理教育の受講状況を確認する。（全学研究運営会議）
コンプライアンス推進責任者（学部長等）から未受講者に対し、受

講の督促を行う。

◆研究不正防止計画　＜３月＞
2026年度 研究不正防止計画（公的研究費不正防止計画）を策定す

る。　（研究不正行為防止委員会）

◆啓発活動実施計画　＜３月＞
2026年度　啓発活動実施計画を策定する。（研究不正行為防止委員

会）

◆研究倫理教育　＜1月＞
研究倫理教育の受講状況を確認する。（全学研究運営会議）
コンプライアンス推進責任者（学部長等）から未受講者に対し、受

講の督促を行う。

研究者

◆初任者研修会　＜４月2日＞
2025年度着任の研究者に対し本学に研究支援等（以下を含む）を説

明する。
・本学における研究不正防止の取組内容について
・研究倫理教育の受講について
・誓約書、安全保障輸出管理に関する届書等の提出について
・諸規則、運用ルール、手続方法について
・相談窓口、研究不正の通報窓口について　他
また要請に基づき「科研費執行の手引き」等マニュアルを配付す

る。

◆科研費予算執行説明会　＜5月30日＞
予算執行、研究の健全性・公正性（研究インテグリティ）の確保、

他機関事例を含む研究不正等を説明する

◆研究倫理教育　＜期限：６月30日＞
第３期（５年周期）の１年目。研究者等全員に対しAPRIN e ラーニ

ングプログラム（eAPRIN）を受講を求める。

◆科研費公募説明会　＜7月下旬＞
2025年度科学研究費補助金の申請に向け留意点等の説明を行う。
・研究不正等の防止について
・2024（令和6年度）科研費実地検査の結果について　他

◆啓発記事①の配信（Ｅメール）　＜９月＞
人件費、旅費、研究費又は研究記録など、１つのテーマに基づく啓

発記事をメール配信し、研究不正防止を啓発する。
テーマ：　未定

◆啓発記事②の配信（Ｅメール）　＜12月＞
人件費、旅費、研究費又は研究記録など、１つのテーマに基づく啓

発記事をメール配信し、研究不正防止を啓発する。
テーマ：　未定

◆啓発記事③の配信（Ｅメール）　＜３月＞
人件費、旅費、研究費又は研究記録など、１つのテーマに基づく啓

発記事をメール配信し、研究不正防止を啓発する。
テーマ：　未定

研究補助者

◆初任者研修　＜随時＞
「科研費執行の手引き」等マニュアルを配付する。

◆科研費予算執行説明会　＜5月30日＞
予算執行、研究の健全性・公正性（研究インテグリティ）の確保、

他機関事例を含む研究不正等を説明する

◆研究倫理教育　＜６月30日＞
第３期（５年周期）の１年目。研究者等全員に対しAPRIN e ラーニ

ングプログラム（eAPRIN）を受講を求める。

◆啓発記事①の配信（Ｅメール）　＜９月＞
人件費、旅費、研究費又は研究記録など、１つのテーマに基づく啓

発記事をメール配信し、研究不正防止を啓発する。
テーマ：　未定

◆啓発記事②の配信（Ｅメール）　＜12月＞
人件費、旅費、研究費又は研究記録など、１つのテーマに基づく啓

発記事をメール配信し、研究不正防止を啓発する。
テーマ：　未定

◆啓発記事③の配信（Ｅメール）　＜３月＞
人件費、旅費、研究費又は研究記録など、１つのテーマに基づく啓

発記事をメール配信し、研究不正防止を啓発する。
テーマ：　未定

事務職員

（研究費等の管理、運営及び執行に携わる部署）

◆初任者研修　＜随時＞
「科研費執行の手引き」等マニュアルを配付する。

◆科研費予算執行説明会　＜5月30日＞
予算執行、研究の健全性・公正性（研究インテグリティ）の確保、

他機関事例を含む研究不正等を説明する

◆研究倫理教育　＜６月30日＞
第３期（５年周期）の１年目。研究支援事務従事者全員に対し

APRIN e ラーニングプログラム（eAPRIN）を受講を求める。

◆内部監査結果　＜８月＞
内部監査結果の共有し、指摘事項の改善策を検討する。

◆啓発記事①の配信（Ｅメール）　＜９月＞
人件費、旅費、研究費又は研究記録など、１つのテーマに基づく啓

発記事をメール配信し、研究不正防止を啓発する。
テーマ：　未定

◆啓発記事②の配信（Ｅメール）　＜12月＞
人件費、旅費、研究費又は研究記録など、１つのテーマに基づく啓

発記事をメール配信し、研究不正防止を啓発する。
テーマ：　未定

◆啓発記事③の配信（Ｅメール）　＜３月＞
人件費、旅費、研究費又は研究記録など、１つのテーマに基づく啓

発記事をメール配信し、研究不正防止を啓発する。
テーマ：　未定

研究費から謝金・旅費等
の支給を受ける学生等

◆研究不正防止を周知　　＜随時＞
学生等の研究不正の防止するため、本学ポータルサイトに「研究不正行為防止に関する啓発チラシ」を掲載する。
テーマ：　未定

◆研究倫理教育　＜随時＞
研究活動をAPRIN e ラーニングプログラム（eAPRIN）を受講を求める

2025（令和７）年度　啓発活動実施計画


	2024啓発活動実施計画（案）

